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で再現する観覧型展示を作成した（図

10・11）。海洋ごみや海洋環境の課題に

ついて考えるきっかけを提供する目的で

企画されたものである。

その中で、来場者自身が海ごみを使っ

たアート作品を制作できる体験コーナー

を設けた（図 12・13）。床面には糸魚川

市の海岸写真を張り付け、写真映えも意

識した設計とした。子どもたちがカラフ

ルな海ごみを用いて作品を制作する様子

が会期中に見られた。さらに、来場者が製作した作品や撮影した写真を SNS で共有するため

のハッシュタグキャンペーンも同時に展開し、来場者の体験を促した。

４．まとめ

近年、科学系博物館において、来館者が直接触れ体験できる機会を提供する「Hands-on」展

示の重要性が高まっている。当館で実施した特別展の事例からも明らかのように、体験型展示

の導入は、来館者の興味を引き付けるうえで極めて重要である。特に若年層に対しては体験型

展示の有無が関心の度合いにも大きく影響を与えていることが明らかになった。実際に体験し、

触れることができる展示は、来館者にとって博物館をより身近に感じさせるとともに、深い学

びを提供することにも繋がる。

今後も当館では、特別展において体験型展示物を積極的に取り入れ、来館者が主体的に参加

できる展示構成を目指していく方針である。これにより、特別展を通じて多様な学びの機会を

提供することができ、博物館が地域社会の中で果たす役割をさらに強化することを目指す。ま

た、幅広い世代の来館者に愛される場として、博物館の価値を高めていくよう努めていきたい

と考える。
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